
 

 

 

平成 25 年４月 26 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ボ ル テ ー ジ

代表者名 代表取締役社長     津 谷 祐 司

（ コ ー ド 番 号 ： 3639  東 証 第 一 部 ）

問合せ先 執行役員管理本部長  佐 藤 裕 樹

      （ T E L . 0 3 - 5 4 7 5 - 8 1 9 3 ）

 

平成 25 年６月期連結業績予想の公表、個別業績予想の修正 

及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

未公表としておりました平成 25 年６月期の連結業績予想、平成 24 年 10 月 26 日に公表いたしま

した平成 25 年６月期の個別業績予想の修正及び配当予想の修正について、下記の通りお知らせい

たします。 

記 

１．連結業績予想について 

（１）平成 25 年６月期連結業績予想(平成 24 年７月１日～平成 25 年６月 30 日) 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 - 170 - 190 - 10 - 2.00

（注）１.平成 24 年６月期は連結決算を行っていないため、対前期増減率は記載しておりません。 

２.上記の１株当たり当期純利益は、平成 25 年４月 26 日現在における発行済株式総数（5,011,458 株）を基に算

出しております。 

 

（２）業績予想公表の理由 

平成 25 年６月期の連結業績予想数値につきまして、北米のモバイルコンテンツ市場が大き

く変化しており、当社米国子会社の業績予想数値を合理的に算定することが困難な状況である

ことから未定としておりました。しかしながら、米国子会社において、設立から９ヵ月が経過

し、平成 24 年 11 月に初タイトルを投入して以来、合理的算定の根拠となるデータが集積され

てきたため、今回、連結業績予想数値を公表いたします。 

 

 

２．個別業績予想について 

（１）平成 25 年６月期個別業績予想数値の修正(平成 24 年７月１日～平成 25 年６月 30 日) 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想(Ａ) 9,800 1,000 998 618 123 円 38 銭

今回修正(Ｂ) 9,010 400 420 240 47 円 89 銭

増減額(Ｂ-Ａ) △790 △600 △578 △378 

増減率(％) △8.1 △60.0 △58.0 △61.2 

(ご参考)前期実績 
(平成 24 年６月期) 

8,066 857 859 511 103 円 38 銭

（注）前回予想及び今回修正の１株当たり当期純利益は、平成 25 年４月 26 日現在における発行済株式総数（5,011,458

株）を基に算出しております。 

 

(％表示は、対前期増減率)

(単位：百万円)



 

（２）修正の理由 

第３四半期では、日本市場における、当社を取り巻く環境とその影響に関し、以下のように整理

しています。 

 

①当社の主たるユーザーである若年層では、昨今、スマートフォン契約比率が過半数を超えつつあ

る。 

②これにより、当社事業を取り巻くプラットフォーム(以下、PF)環境が激変している。当社の推測

ですが、フィーチャーフォンにおいて支配的だったキャリア公式PF(注１)向けとソーシャル専業

PF(注２)向け市場が急速に減少し、代わりに、スマートフォンにおいて支配的であるOS系PF(注３)

向け市場が勢いよく拡大している。 

③当社の組織体制はスマートフォン向けへの再編を進めていたが、この環境変化に対し、OS系PF

対応の遅れが顕著になった。業績は第２四半期まで好調に推移していたが、第３四半期は厳しい

状況になった。 

 

北米市場は成長を続けています。App Store国別売上ランキングで北米が１位、日本が２位となり、

北米と日本の市場規模は世界でずば抜けて大きくなりました(App Annie Intelligence調べ)。 

 

当社が北米市場に向けて投入した13タイトルのうち７タイトルが、米国の「Top Grossing iPhone 

Entertainment Apps」において、上位20タイトル中にランクインするという結果を出すことができま

した(平成25年３月８日時点)。 

 

これらにより、国内では、ソーシャル専業PF向けとキャリア公式PF向けの売上は下落傾向となりま

した。一方、海外タイトルは会社計画を上回り順調に拡大しましたが、規模が小さく、国内向けの売

上減少を補てんするには至りませんでした。 

 

平成25年６月期の業績予想に関しまして、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益は、前回

発表を下回る見込みです。 

 

 

第４四半期以降、国内市場に向けては、業績成長を取り戻すべく、平成26年６月期に向けての新

方針「OS系ファースト」を始動させます。これは、PF戦略を、従来の方針であったキャリア公式PF

とソーシャル専業PF向け中心から、急成長中のOS系PF向け中心へと転換するもので、以下の一連の施

策を展開します。 

 

①パーソナル(注４)BU、ソーシャル(注５)BU の２BU 体制へ 

従来の３BU 体制（キャリア公式、スマートフォンアプリ、ソーシャルアプリ）を２BU 体制（パ

ーソナル、ソーシャル）へ転換します。内訳としては、既存のキャリア公式 BU とスマートフ

ォンアプリ BU を統合し、「パーソナル BU」を新設します。海外コンテンツグループのスマー

トフォンアプリチームもこの BU に移管します。また、従来のソーシャルアプリ BU は、海外コ

ンテンツグループのソーシャルアプリチームと統合し、「ソーシャル BU」と改称します。こう

いった大きな体制変更は、例年、期初である７月１日に行っていますが、今回は５月１日に前

倒しで行います。両 BU 内でも、キャリア公式 PF とソーシャル専業 PF の担当人員を一部、OS

系 PF 担当にシフトすることで、OS 系 PF 向けへの対応力を大幅に高めます。 

  



 

②BU 毎に専任のドラマ企画チームを設定 

従来、各 PF 向けのドラマ企画は一体として行っていましたが、今後は、パーソナルとソーシ

ャル、それぞれの特徴を生かしたドラマ企画を行うため、パーソナルBUとソーシャルBUの各々

に、専任のドラマ企画チームを設定します。これにより、恒常的ヒット体制を確立します。 

 

 ③新規タイトルは、OS 系 PF 向けに先行配信 

パーソナルは、従来のキャリア公式 PF 向けへの先行を改め、OS 系 PF 向けを先行配信します。

ソーシャルは、ソーシャル専業 PF 向けの Web アプリを中心に開発していましたが、今後、OS

系 PF 向けのネイティブアプリを中心に開発し、OS 系 PF 向けを先行配信します。 

  

④既存タイトルは、OS 系 PF 向けに加工 

キャリア公式 PF とソーシャルアプリ専業 PF で配信している既存タイトルを、主力の 10 タイ

トル中心に OS 系 PF 向けに加工し、配信していきます。 

  

⑤システム開発フレームワークを OS 系 PF 向けに充実 

OS 系 PF 向けシステムとして、パーソナルはアプリ開発ライブラリ「A-Vapl2.1」を、ソーシャ

ルはシステム開発フレームワーク「S-VF」とネイティブアプリ開発ライブラリ「S-Vapl1.0」

の開発を進めていきます。 

  

⑥低収益タイトルは、運用を省力化 

キャリア公式 PF 向けとソーシャル専業 PF 向けの低収益タイトルの運用を効率化することで、

制作・開発人員を OS 系 PF 向けへとシフトさせていきます。 

  

上記の「OS 系ファースト」の施策を進めることで、パーソナルは平成 26 年６月期第１四半期中ま

でに、ソーシャルは同第２四半期中までに順次体制を整え、それ以降は「OS 系ファースト」を 100％

の状態で実施していきます。 

  

海外市場に向けては、これまでの活動により、当社の主力商品「恋愛ゲーム」に対し世界的に潜在

ニーズがあることを確認できました。今後は、本社海外担当、米国子会社ともに、以下の通り、北米

開拓を一層強化していきます。 

  

①米国市場ユーザー層のニーズに基づいた新規タイトル開発 

②既存タイトル運用は、購買メカニズムに基づいた KPI 測定と PDCA 運用の強化 

 

（注）１．キャリア公式 PF：NTT ドコモ、KDDI、ソフトバンクモバイルが運営するサイト 

２．ソーシャル専業 PF：GREE、Mobage、mixi、Ameba 等の SNS PF 

３．OS 系 PF：App Store、Google Play 等のアプリマーケット 

４．パーソナル：主に個人でドラマを楽しめるコンテンツ 

５．ソーシャル：主に友達等との交流をしながらドラマを楽しめるコンテンツ 

  



 

３．配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 

前回予想 
(平成 24 年 8 月 14 日発表) 

円銭 

- 
円銭

0.00

円銭

- 
円銭 

24.00 

円銭

24.00

今回修正予想 - - - 19.00 19.00

当期実績 - 0.00 -  

前期実績 
(平成 24 年６月期) 

- 0.00 - 19.00 19.00

 

（２）修正の理由 

  当社は、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保

を確保しつつ、利益還元を図ることを基本方針としております。この方針のもと、当期の期末配当

予想につきましては、通期の業績予想が前回発表を下回るため、前回予想から修正し、１株当た

り19円とさせていただきます。 

 

 

 

※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々

な不確定要素により、実際の業績と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

 

以 上 


